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1.(株)環境整備産業 会社概要



㍿環境整備産業 経営理念
(Management philosophy)

 「地球環境を守るためリサイクルを推進し、

処理処分する会社から製造する会社に移行します」
廃棄物に関わる仕事だからこそ廃棄物を減らす。適正処理を⾏い、地域にとって必

要不可⽋な企業へ。「捨てる」から「つくる」、⽬指すのは製造業です。

 「我々は、ふれあう全ての人々に対して、優しい気持ちで

接し約束事を守り楽しく仕事をします」
社員・家族・地域・お客様、たくさんの⽅々に⽀えられまた⽀えてもいます。「お

かげさま」の感謝の気持ちを忘れずに、何事にも誠実に、そして社員のみなさんが物
⼼両⾯の幸福を分かち合える企業であり続けます。



会社概要
 創 業 昭和４５年（１９７０）

来年で創業５０年
 従業員数 総数１６４名
 保 ⾞ 両 収集８４台/重機１９台
 事業活動の内容

・⼀般廃棄物収集運搬業・⼀般廃棄物処分業
・産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物処分業
・特別管理産業廃棄物収集運搬
・その他 (⾷品リサイクル・⼩型家電リサイクル

機密⽂書裁断・溶解等）



沿⾰
• 1970（昭和45年12月） 大分市下郡に創業

• 1972（昭和47年11月） 産業廃棄物収集運搬業許可取得

• 1975（昭和50年12月） 株式会社環境整備産業を設立

• 1991（平成3年3月） 産業廃棄物処分業及び特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得

• 2000（平成12年5月） 破砕施設操業開始

• 2003（平成15年3月） リサイクル施設操業開始（第一工場）

• 2004（平成16年12月） 一般廃棄物処分業許可取得（古紙工場）

• 2005（平成17年2月） 機密文書移動式破砕車導入

• 2008（平成20年9月） 本社を現住所に移転（本社工場）

• 2011（平成23年4月） 食品リサイクル施設操業開始

• 2015（平成27年8月） 小型家電リサイクル認定事業者に認定

• 2015（平成27年12月） 機密文書溶解システム施設操業開始

• 2017（平成29年12月） 中間処理施設三佐工場竣工



• 一般廃棄物収集運搬業
• 一般廃棄物処分業
• 一般廃棄物収集運搬業（特定家庭用機器廃棄物）
• 産業廃棄物収集運搬業 許可番号／08810006104 （大分市） 優良

許可番号／04402006104 （大分県） 優良
許可番号／04000006104 （福岡県）
許可番号／04305006104（熊本県）
許可番号／03500006104（山口県）

• 産業廃棄物処分業 許可番号／08820006104（大分市） 優良

• 特別管理産業廃棄物収集運搬業 許可番号／04452006104（大分県） 優良

許可番号／04050006104（福岡県）

• 計量証明事業登録証 登録番号／第134号（大分県）

• 解体工事業 登録番号／（登-16）第282号（大分県）

• 小型家電リサイクル認定事業 認定番号／第47号（福岡県、熊本県、大分県、宮崎県）

• エコアクション２１ 認定番号／0000577（環境省）

• 機密文書リサイクルセンターにてISO 27001認証登録 登録番号／IS 651613(BSI)

許可証



③⾷品リサイクル⼯場

①本社・本社⼯場

④機密⽂書
リサイクルセンター

⑤三佐⼯場
(産業廃棄物中間処理)

②業務⼀課・第１⼯場

① 本社・本社⼯場 下郡3260番地の10(下郡⼯業団地)
② 業務⼀課・第１⼯場 下郡1268番地の1
③ ⾷品リサイクル⼯場 福宗字久保鶴613番地4
④ 機密⽂書ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ ⼤分流通業務団地1丁⽬3-14
⑤ 三佐⼯場 三佐１３２４－１

㍿環境整備産業 事業所
(Office/Factory Location)



①本社・本社⼯場 ⼤分市下郡3260-10

 本社事務所  本社⼯場



①本社・本社⼯場
古紙選別設備 古紙・プラスチック

圧縮梱包設備



家庭・企業・店舗等
から古紙を回収

当社古紙⼯場にて
紙の種類ごとに選別
当社古紙⼯場にて
紙の種類ごとに選別

紙の種類ごとに
圧縮・梱包

紙の種類ごとに
圧縮・梱包

各製紙メーカーへ
出荷

各製紙メーカーへ
出荷

古紙を溶解して
製紙原料に

古紙を溶解して
製紙原料に

さまざまな紙製品
として再⽣

古紙リサイクルフロー



①業務⼀課
・第１⼯場（⼩型家電リサイクル⼯場）⼤分市下郡1268-1

 第１⼯場  ⼩型家電リサイクル⼯場



⼩型家電リサイクルフロー



④機密⽂書リサイクルセンター

移動式裁断⾞

⼤分市⼤分流通業務団地1-3-14

 機密⽂書リサイクルセンター



④機密⽂書リサイクルセンター
機密⽂書溶解装置

機密⽂書溶解完了 機密⽂書シュレッダー装置



企業・官公庁等へ
裁断⾞で移動

お客様の⽬の前で
機密⽂書を裁断
お客様の⽬の前で
機密⽂書を裁断

当社古紙⼯場へ
そのまま運搬
当社古紙⼯場へ
そのまま運搬

各製紙メーカーへ
出荷

各製紙メーカーへ
出荷

さまざまな紙製品
として再⽣

裁断後の紙を
圧縮・梱包
裁断後の紙を
圧縮・梱包

機密⽂書裁断フロー



⑤三佐⼯場
（産業廃棄物 中間処理⼯場）

 三佐⼯場は２０１７年１２⽉にオープン︕

⼤分市三佐1324-1
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⑤三佐⼯場
（産業廃棄物 中間処理⼯場）

 ２０１９年４⽉リニューアルオープンしました︕
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⑤三佐⼯場
（産業廃棄物 中間処理⼯場）

 破砕機



収集

運搬
選別

⽊くず・プラスチッ
ク・ガラス陶磁器・⽯
膏ボード・⾦属くず

各廃棄物粉砕処理

燃料化

安定型埋⽴/管理型埋⽴

再⽣

がれき類・蛍光灯・乾
電池・リサイクル家電

再⽣

産業廃棄物処理フロー



産業廃棄物処理フロー

収集

運搬

発泡スチロール 減容 出荷 再⽣

廃油 燃料化

感染性廃棄物 焼却処理 管理型埋⽴

ウエス ⼀時選別
再⽣材料などに
リサイクル

使⽤済み⼩型家電 ⼀次選別 粉砕 磁選別・切断 選別
再⽣材料などに
リサイクル



本⽇の内容
1. ㈱環境整備産業 会社概要

①本社・本社⼯場 ②業務⼀課・第⼀⼯場
④機密⽂書リサイクルセンター
⑤三佐⼯場

2. ⾷品リサイクル業の再⽣利⽤
・堆肥化の報告
③⾷品リサイクル⼯場

3. 今後の取り組みについて



㍿環境整備産業の⾷品リサイクルにおける経過報告
1.⾷品リサイクル⼯場着⼯（飼料化施設） 平成２２年４⽉
2.⾷品リサイクル⼯場「飼料化施設」完成 平成２３年４⽉
3.再⽣利⽤事業登録証明書（飼料化事業）登録 平成２４年３⽉
4.⾷品リサイクル⼯場（肥料化事業）着⼿ 平成２５年６⽉
5.⾷品リサイクル⼯場「肥料化施設」完成 平成２６年３⽉
6.再⽣利⽤事業登録証明書（飼料化事業）返納 平成２７年６⽉
7.再⽣利⽤事業登録証明書（肥料化事業）登録 平成２８年７⽉
8.⾷品リサイクル⼯場「肥料化施設増設事業着⼿」 令和元年7⽉

③⾷品リサイクル⼯場 ⼤分市福宗久保鶴613-4

 ⾷品リサイクル⼯場
平成２３年２⽉２⽇ 落成式



福宗処理場

平地 300坪

③⾷品リサイクル⼯場
 ⼯場造成地



2. ⾷品リサイクル⼯業の再⽣利⽤・
堆肥化の報告

リサイクル⽅法
1.飼料化 2.肥料化 3.メタン化 4.炭化 5.油脂化

 ⾷品リサイクル法について（⾷品循環資源の再⽣利⽤等の促進に関する法律）
 趣旨

⾷品の売れ残りや⾷べ残しにより、⼜は⾷品の製造過程において⼤量に発⽣している
⾷品廃棄物について、発⽣抑制と減量化により最終的に処分される量を減少させると
ともに、飼料や肥料等の原材料として再⽣利⽤するため、⾷品関連事業者（製造、流通
外⾷等）による⾷品循環資源の再⽣利⽤等を促進する。



⾷品リサイクル法



前年度発⽣量
１００トン以上の者

⾷品リサイクル法



⾷品リサイクル法

⾷品廃棄物発⽣量
1,767万ｔ

⾷品製造業が約８割

⽬標
（令和元年→令和6年）

⾷品製造業 95％→９５％
⾷品卸売業 70％→７５％
⾷品⼩売業 55％→６０％
外⾷産業 50％→５０％



飼料化⼯場フロー
( Food Factory Recycling Flow)

ゴミを「処理する」から、
飼料を「製造する」へ移⾏

⾷品リサイクル⼯場

各種処理装置を設置
〇〇店＊＊店△△店

某⼤⼿スーパー

専⽤回収BOX

〇〇店＊＊店△△店

〇〇店＊＊店△△店

〇〇店＊＊店△△店

①
収
集

②
運
搬



環境問題への取り組み(Action to the 
environmental problem)
再⽣利⽤事業登録

飼料化返納 肥料化登録



肥料化⼯場フロー
( Food Factory Recycling Flow)

コンポ富⼠
（急速発酵堆
肥化装置）

⾷品リサイクル⼯場

破袋機

⽣ゴミを「処理する」から、
肥料を「製造する」へ移⾏

〇〇店＊＊店△△店

某大手スーパー

専用回収BOX

〇〇店＊＊店△△店

〇〇店＊＊店△△店

〇〇店＊＊店△△店

①
収
集

②
運
搬



特殊肥料⽣産⼯程フロー図



当社⾷品リサイクル⼯場にて
⾷品を破砕

当社⾷品リサイクル⼯場にて
⾷品を破砕

バーク堆肥と
混ぜて⼀次発酵
バーク堆肥と
混ぜて⼀次発酵

⼀般消費者へ⼀般消費者へ

野菜の肥料
として再⽣

⼀次発酵した後
コンポにて⼆次発酵
⼀次発酵した後

コンポにて⼆次発酵

⾷品リサイクルフロー
スーパー・ホテル・学校等
から動植物性残渣を回収



処理⽅法（Classiｆication Method)
可燃ゴミから “⾷品残さ” の分別を実施します。

可燃ゴミ

割箸・⽖楊枝・紙コップ・枯葉等
吸⽔シート・写真・油紙・布 等

直接、回収BOXにいれる

⾷品残さ

⻘果・精⾁・鮮⿂・惣菜・ご飯類
パン類・麺類・⾷品加⼯残り 等

⾷品リサイクル処理・処分

ゴミ袋にいれる

可燃ゴミ

分別



⾷品リサイクル⼯場 屋内作業フロー
⾷品残さを選別作業を⾏い、装置投⼊前品（原料）を製造する。

分
別
細
精
査
作
業
後

専⽤コンテナに
収納



施設概要
 破砕機

 破砕機投⼊・プラと⽣ごみの分離・パーク混合（1次発酵）



堆肥プラント（コンポ富⼠７０㎥）
 堆肥プラントへの投⼊状況・排出・製品化



Ｈ30収集量合計 約2318ｔ
廃棄量162ｔ、⿂のアラ333ｔ、肥料出荷量37ｔ

平成３０年度収集量



環境タイヒの完成分析結果

⾷品リサイクル⼯場 環境タイヒ



仮比重 水分 ＰＨ ＥＣ Ｎ Ｐ２ｏ５ Ｋ２Ｏ ＣａＯ ＭｇＯ Ｃ Ｃ／Ｎ

現物 ％ （1：10） （1：10） ％ ％ ％ ％ ％ ％

ｍＳ 窒素 リン酸 加里 石灰 苦土 炭素 炭素率

2014年7月15日 2014年7月28日 食品残渣 0.629 25 7.1 7.0 2.85 4.80 1.69 5.13 1.55 26.90 9.50

2014年9月11日 2014年9月18日 食品残渣 0.608 18.8 6.9 7.4 3.32 4.63 1.89 5.95 1.41 32.6 9.8

2014年9月11日 2014年9月18日 食品残渣 0.633 19.1 7.1 7.2 3.39 4.59 1.89 6.14 1.48 30.2 8.9

2015年6月15日 2015年6月22日 食品残渣 0.353 29.2 7.5 6 0.55 1.61 1.49 4.05 0.63 30.2 8.9

2015年11月16日 2015年11月25日 食品残渣 0.304 38.2 6.4 3.2 1.65 0.65 0.56 1.74 0.18 30.1 18.3

2016年4月25日 2016年4月28日 食品残渣 0.595 51.6 4.6 6.5 1.26 0.46 0.31 1.44 0.09 22.9 18.2

2016年4月25日 2016年4月28日 食品残渣 0.372 38.7 5.7 5.1 1.72 0.71 0.46 2.04 0.13 29.6 17.2

2016年4月25日 2016年4月28日 食品残渣 0.338 18 6.1 4.2 2.49 0.93 0.68 2.79 0.18 38.6 15.5

2017年6月20日 2017年7月20日 食品残渣 0.43 39.1 5.1 6.3 1.55 0.46 0.34 1.73 0.11 29 18.8

2017年6月20日 2017年7月20日 食品残渣 0.416 12.4 5.6 6.2 2.6 0.95 0.6 3.16 0.18 41.2 15.8

2017年9月25日 2017年9月25日 食品残渣 0.446 20.7 5.7 6.3 2.42 0.64 0.64 2.93 0.17 37.27 15.4

2018年4月16日 2018年4月23日 食品残渣 0.41 9.3 5 5.2 2.43 0.53 0.53 1.84 0.14 44.8 18.4

2018年11月26日 2018年12月18日 食品残渣 0.59 10.3 4.8 5.3 2.56 0.66 0.56 1.59 0.14 46.1 18.1

2019年4月10日 2019年4月23日 食品残渣 0.651 10 4.8 5.2 2.72 0.87 0.62 0.17 0.14 45.4 16.2

資料提出日 結果通知日 主原料

堆肥分析通知書一覧

環境タイヒの完成分析結果
JA全農おおいた営農⽀援検査センター





⾸藤農園（⼾次）
〜パセリの育成状況〜
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3.今後の取り組みについて
 1.⾷品リサイクルにおける循環型社会の構築
 2.新しい⼯場作り

キャッチフレーズ「環境にやさしく、⼈にやさしい」
 3.社会貢献のできる会社・社員づくりを⽬指す
 4.⼤分の愛される会社へ
 5.有機JAS使⽤可能資材登録
 6.︖



ご静聴ありがとうございました。


